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〇 「北海道食虫植物情報 NEPENTHES」

北海道の食虫植物を精力的に調査しておられる外山雅 

寛氏が個人的に発行を開始されたミニコミ誌である。本 

誌の目的は、北海道の食虫植物の情報を正確に記録し、 

自然の保護を訴えることにあるという。各地の湿原の踏 

査に基づき、食虫植物を中心にさまざまな生物に関する 

情報が掲載されている。不定期刊で、現在10号まで出て 

おり、内容の中心は「北海道の湿原」 と題する連載であ 

る。意欲的な踏査と克明な記録には敬意を表するが、ひ 

とつ危惧されることがある。 それは、 このように不特定 

多数の目にふれかねな t 、刊行物で、稀産種の産地につい

てあまりにも具体的な情報を掲載することには配慮が必 

要ではないかという点である。 こういう現実は残念なの 

だが、善意が仇にならないように祈る。

なお、本誌に関する照会は、直接、外山氏（江別市向 

ヶ丘5 0 -1 )へ0
(角野康郎）
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